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２０１０春闘道
本
部
は
２
月
１７
日
、
北
海
道
市
町
村
課
に
「
２
０
１
０
年
度
自
治
体
労
働
者
の
賃

金
・
労
働
条
件
に
関
す
る
統
一
要
求
書
」
と
「
２
０
１
０
年
度
男
女
平
等
社
会
お
よ
び

職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
の
実
現
に
関
す
る
統
一
要
求
書
」
を
提
出
し
た
。

七飯町長選に支援を！
なか みや やす かず

中宮 安一 な
く
そ
う『
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
』

す
べ
て
の
人
の
賃
金
・
労
働
条
件
改
善
め
ざ
し

住住
民民
のの
視視
点点
でで
、、地地
域域
とと
とと
もも
にに
!!!!

道市町村課長�右に要求書を手渡す藤盛副委員長�左
＝２月１７日、道庁

藤
盛
副
委
員
長
は
道
市
町

村
課
長
に
要
求
書
（
参
考
資

料
と
し
て
）
を
手
渡
し
、「
政

権
交
代
後
、
初
の
春
闘
と
な

る
。
２
年
後
の
人
勧
制
度
廃

止
を
見
据
え
、
各
市
町
村
単

組
で
も
今
春
闘
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
道
本
部
春
闘
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
７
割
を
超
え
る

組
合
員
が
生
活
苦
を
訴
え
る

現
状
に
あ
る
」
と
強
調
。「
連

合
は
ベ
ア
要
求
を
掲
げ
て
は

い
な
い
が
、
官
製
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
等
非
正
規
労
働
者
を

含
め
て
、
す
べ
て
の
労
働
者

の
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善

を
め
ざ
し
て
い
る
。
自
治
労

道
本
部
は
民
主
党
が
掲
げ
る

時
給
１
、
０
０
０
円
を
自
治

体
に
お
け
る
最
低
賃
金
要
求

額
と
し
た
。
北
海
道
と
し
て

も
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

下
に
あ
る
市
町
村
の
実
態
を

ふ
ま
え
、
要
求
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
」
と
申

し
入
れ
た
。

そ
の
後
、
櫛
部
賃
金
労
働

部
長
が
１７
項
目
の
重
点
課
題

に
つ
い
て
趣
旨
説
明
を
行
っ

た
。
今
後
、
回
答
を
受
け
た

後
、
３
月
８
日
に
交
渉
を
行

う
予
定
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
２
月
１８
日
に
は

町

村

会
、
市
長
会
に
も
統
一
要
求

書
を
提
出
し
た
。
各
単
組

は
、
３
月
１２
日
の
対
自
治
体

統
一
行
動
日
、
２９
分
時
間
内

く
い
込
み
集
会
を
配
置
し
要

求
実
現
に
向
け
て
交
渉
を
強

め
て
い
く
。

自治労道本部は、２００９年１２月２１日の
第８回執行委員会で推せん決定

住みたいまち

住み続けたいまち

�
略
歴
�

■
１
９
７
５
年
４
月
民
間
建
設
会
社
入
社

（
札
幌
）

１
９
７
７
年
４
月
七
飯
町
役
場

勤
務

２
０
０
５
年
１２
月
七
飯
町
役
場
退

職

２
０
０
６
年
３
月
七
飯
町
長
初
当
選

■
１
９
８
５
年
１０
月
～
１
９
８
９
年
１１
月
七

飯
町
職
労
書
記
長

１
９
９
０
年
１１
月
～

１
９
９
６
年
６
月
３０
日
七
飯
町
職
労
委
員

長

�七飯町�を
「
一
人
も
路
頭
に
迷
わ
せ
な
い
」と
言

っ
た
中
曽
根
総
理
。し
か
し
、１
０
４
７

人
が
路
頭
に
迷
っ
た
。
毎
年
Ｊ
Ｒ
不
採

用
問
題
で
２
月
に
集
会
が
行
わ
れ
、
早

期
解
決
を
願
っ
た
。
こ
こ
に
き
て
「
解

決
案
」
が
ま
と
ま
っ
た
と
い
う
。
四
半

世
紀
に
及
ぶ
た
た
か
い
に
一
筋
の
光
。

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
」人
間
は
間
違

え
る
動
物
。
で
も
間
違
っ
て
ば
か
り
も

い
ら
れ
な
い
。「
復
唱
し
ま
す
ね
」
間
違

い
が
な
い
よ
う
に
確
認
す
る
こ
と
が
多

い
日
常
、
な
の
に
間
違
う
こ
と
が
あ

る
。
頭
の
中
に
自
分
で
つ
く
っ
た
思
い

込
み
の
「
鋳
物
」
が
作
用
す
る
ら
し
い
。

「「「「「「「「「「「「
地地地地地地地地地地地地
方方方方方方方方方方方方
公公公公公公公公公公公公
営営営営営営営営営営営営

企企企企企企企企企企企企
業業業業業業業業業業業業
会会会会会会会会会会会会
計計計計計計計計計計計計
」」」」」」」」」」」」

２
月
１２
日
、
札
幌
サ
ン
プ

ラ
ザ
で
２
０
１
０
年
度
道
本

部
自
治
体
財
政
セ
ミ
ナ
ー
を

開
い
た
。
会
場
に
は
各
単
組

の
役
員
や
財
政
担
当
者
、
組

織
内
議
員
ら
総
勢
１
８
０
人

が
集
ま
っ
た
。

冒
頭
、
杉
谷
副
委
員
長
が

「
１
兆
円
以
上
の
地
方
交
付

税
増
額
は
１１
年
ぶ
り
。
こ
の

間
の
自
治
労
の
取
り
組
み
の

成
果
だ
」
と
強
調
。
ま
た
、

「
今
回
の
も
う
一
つ
の
テ
ー

マ
『
地
方
公
営
企
業
会
計
の

見
直
し
』
で
、
制
度
改
正
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
後

自
治
労
中
央
本
部
を
通
じ
て

誤
っ
た
方
向
に
な
ら
な
い
よ

う
意
見
反
映
を
行
う
」
と
述

べ
、「
今
後
も
自
治
体
財
政
確

立
に
向
け
運
動
展
開
を
し
て

い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
地
方
自
治

総
合
研
究
所
研
究
員
の
高
木

健
二
さ
ん
と
菅
原
敏
夫
さ
ん

を
招
き
、「
２
０
１
０
年
度
地

方
財
政
対
策
」
と
「
地
方
公

営
企
業
会
計
の
見
直
し
」
に

つ
い
て
講
演
し
た
。

政
治
主
導
の
予
算
編
成

高
木
研
究
員
は
、「
新
政
権

に
な
り
『
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か

ら
人
へ
』
を
合
言
葉
に
、
公

共
事
業
を
大
胆
に
削
減
し
、

子
ど
も
手
当
や
高
校
無
償
化

な
ど
を
重
点
に
政
治
主
導
の

予
算
編
成
を
行
っ
た
。
地
方

財
政
は
、
空
前
の
財
源
不
足

に
見
舞
わ
れ
た
が
、
ガ
ソ
リ

ン
税
等
の
暫
定
税
率
の
存
続

が
逆
に
幸
い
し
、
地
方
交
付

税
の
増
額
、
臨
時
財
政
対
策

債
の
大
増
発
で
収
支
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
地
財
計
画
が
策

定
さ
れ
た
。
子
ど
も
手
当

（
月
額
１
３
、
０
０
０
円
）

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
暫

定
的
に
児
童
手
当
と
併
給
す

る
が
、
来
年
度
満
額
の
支
給

と
な
れ
ば
５
兆
円
が
必
要
。

財
源
を
ど
う
す
る
の
か
課
題

が
残
る
」
と
話
し
た
。

民
間
企
業
会
計
に
準
じ
る
？

菅
原
研
究
員
は
、
地
方
公

営
企
業
会
計
の
し
く
み
を
丁

寧
に
説
明
し
た
う
え
で
、
今

後
、
民
間
企
業
会
計
に
準
じ

て
見
直
し
さ
れ
る
と
ど
う
な

る
か
講
演
し
た
。

「
全
国
に
９
２
１
０
も
の

地
方
公
営
企
業
が
あ
り
、
３７

万
人
が
働
い
て
い
る
。
こ
の

内
、
２３
万
人
約
６
割
が
病
院

勤
務
。
こ
の
見
直
し
で
は
、

借
入
資
本
金
が
負
債
と
さ
れ

る
。
こ
の
制
度
改
正
が
す
ん

な
り
議
会
を
通
れ
ば
、
赤
字

経
営
の
自
治
体
病
院
を
多
く

抱
え
る
北
海
道
が
心
配
だ
」

と
指
摘
。「
見
直
し
に
黙
っ
て

い
る
と
大
き
な
影
響
が
あ

る
」
と
強
調
し
た
。

最
後
に
、
司
会
の
駒
井
自

治
体
政
策
部
長
が
、「
今
回
の

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
多
く
の
議

員
ら
が
参
加
し
た
。
地
方
公

営
企
業
会
計
の
制
度
見
直
し

に
つ
い
て
議
論
し
て
頂
き
、

国
へ
声
を
上
げ
て
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
提
起
し
た
。

つくります

３月１６日告示・２１日投票日

改
正
で
ど
う
な
る

自
治
体
財
政
セ
ミ
ナ
ー

朔 風

自治労は、４つの「統一行動指標」を掲げて

３月１２日�金 ２９分時間内くい込み集会
生活向上のために賃金水準の
維持・改善に努めること１

臨時・非常勤等職員の
処遇改善に努めること２

自治体財政セミナーには、１８０人が参加した
＝２月１２日、札幌サンプラザ

ワーク・ライフ・バランスの
具体化をはかること３

ロシアの魂、心のふるさとJICHIRO スケジュール
２０１０年３月

２日�火 全国情報宣伝セミナー（～３日、東京）
５日�金 第１０３回自治労共済臨時総代会（東京）
６日�土 第８回自治労臨時・非常勤等全国協議会総会

（東京）
９日�火 道本部第１４回執行委員会（札幌市）
１０日�水 連合北海道２０１０春季生活闘争勝利・全道総決

起集会 （札幌市）
１２日�金 ２０１０国民春闘対自治体闘争山場

自治労現業セミナー（～１３日、千葉）
２０１０春闘３．１２公務員連絡会中央集会（東京）

「「「「「「「「「「「「「「ウウウウウウウウウウウウウウククククククククククククククラララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイナナナナナナナナナナナナナナ」」」」」」」」」」」」」」８８８８８８８８８８８８８８日日日日日日日日日日日日日日間間間間間間間間間間間間間間のののののののののののののの旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅 公共サービス基本法にのっとった
施策を推進すること４

数々の歴史遺産、荘厳な宮殿、黒海のほとり
煌めくリゾート地「ウクライナ」８日間の旅に
行ってみませんか？

成田発５月２９日�土から６月５日�土までの８日間
申し込み締め切り＝３月２３日�火

詳しい日程とお申し込みは、北海道日本ロシア
協会ホームページをご覧ください。道本部ホームページ

北海道日本ロシア協会

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒０６０―０８０６ 札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
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あいはらくみこ
後援会

あ
い
は
ら
く
み
こ
北
海
道

連
合
後
援
会
は
、
２
月
１９
日

札
幌
市
・
北
農
健
保
会
館
で

総
会
と
国
政
報
告
会
を
開

き
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表

者
を
は
じ
め
在
札
単
組
・
総

支
部
の
退
職
者
、
組
合
員
な

ど
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
中
沢

健
次
会
長
は
「
あ
い
は
ら
を

支
え
、『
藤
川
・
え
さ
き
』
を

は
じ
め
と
す
る
参
議
院
選
挙

に
勝
利
し
、
本
当
の
意
味
で

の
政
権
交
代
に
す
る
た
め
全

力
を
つ
く
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

来
賓
で
駆
け
つ
け
た
「
藤

川
ま
さ
し
」
参
議
院
予
定
候

補
者
（
北
海
道
選
挙
区
）
は

「
札
幌
市
議
選
で
は
１
万
票

獲
得
で
良
か
っ
た
が
、
参
議

院
選
挙
は
１
０
０
万
票
を
目

標
に
頑
張
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
現
場
の
職
員
の
声
、

道
民
の
声
を
国
会
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
あ
い
は
ら
さ
ん

と
と
も
に
頑
張
り
た
い
」
と

決
意
を
述
べ
た
。

あ
い
は
ら
く
み
こ
参
議
は

「
私
自
身
の
課
題
で
あ
る

『
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
』

を
、
な
ん
と
し
て
も
現
政
権

で
解
決
し
、
働
い
て
い
る
人

に
応
え
ら
れ
る
新
法
の
成
立

を
め
ざ
す
」
と
話
し
た
。
ま

た
、
藤
川
ま
さ
し
さ
ん
に
つ

い
て
「
私
が
非
常
勤
の
運
動

を
し
て
い
た
時
に
、
一
緒
に

た
た
か
っ
て
く
れ
た
人
。
み

な
さ
ん
か
ら
支
援
の
輪
を
広

げ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

さ
ら
に
、「
私
た
ち
は
政
権
交

代
か
ら
あ
と
戻
り
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
人
を
大
切

に
す
る
政
治
に
し
て
い
く
」

と
話
し
た
。

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題�
早
く
�解
決
へ

仕
事
奪
わ
れ
た
屈
辱
と
怒
り

国
鉄
の
分
割
・
民
営
化

で
、
国
労
・
全
動
労
に
所
属

し
て
い
た
１
０
４
７
人
が
不

当
な
Ｊ
Ｒ
へ
の
採
用
差
別
を

受
け
て
か
ら
、
今
年
２
月
１６

日
で
２４
年
目
を
迎
え
た
。

こ
の
日
を
目
前
に
し
た
２

月
１３
日
、
北
海
道
平
和
運
動

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
北
海
道
国
鉄

共
闘
会
議
、
国
労
道
本
部
な

ど
６
団
体
が
主
催
す
る
「
Ｊ

Ｒ
不
採
用
問
題
解
決
へ
北
海

道
総
行
動
」
が
大
通
り
３
丁

目
で
開
か
れ
た
。

道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
山
田
剛
代
表
は
「
労
働
者

の
人
権
を
守
る
た
め
に
も
早

期
解
決
を
求
め
、
２５
回
目
は

皆
の
喜
び
で
労
働
者
勝
利
の

声
を
あ
げ
る
集
会
に
し
た

い
。
年
度
内
に
良
い
回
答
を

得
る
た
め
に
た
た
か
っ
て
い

こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
か
ら
２４
年

１
９
８
７
年
採
用
差
別
を

受
け
て
か
ら
１
０
４
７
人
は

２４
年
目
を
迎
え
た
。
非
解
雇

者
と
そ
の
家
族
に
と
っ
て
こ

の
２４
年
は
あ
ま
り
に
も
重
く

長
い
。
国
鉄
労
働
者
と
し
て

の
仕
事
と
誇
り
を
奪
わ
れ
た

屈
辱
と
怒
り
。
さ
ら
に
、
生

活
の
糧
を
失
っ
た
厳
し
い
暮

ら
し
と
の
た
た
か
い
。
こ
の

長
い
年
数
の
間
に
６０
人
が
解

決
の
日
を
迎
え
る
こ
と
な

く
、
志
半
ば
で
他
界
し
て
い

る
。
政
治
解
決
へ
の
最
終
局

面
を
開
く
総
行
動
。
働
く
も

の
た
ち
の
団
結
で
納
得
で
き

る
解
決
を
勝
ち
取
ろ
う
。

藤
川
ま
さ
し
さ
ん
と
と
も
に

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
をををををををををををををををををををを
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切
にににににににににににににににににににに
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

参議院議員になって２年半。働いている人に応えられる新法をめざし
頑張っているあいはら参議＝２月１９日、北農健保会館

参院選・中間自治体選・統一自治体選勝利

来年は道政奪還だ
政治フォーラム総会

２
月
１３
日
２
０
１
０
年
度

自
治
労
北
海
道
本
部
政
治
フ

ォ
ー
ラ
ム
総
会
・
研
修
会
を

ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌

で
開
き
、
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム

会
員
４０
人
が
参
加
し
た
。

総
会
の
前
に
研
修
会
が
行

わ
れ
、
民
主
党
北
海
道
企
画

局
長
の
松
井
豊
さ
ん
が
「
新

政
権
に
お
け
る
分
権
型
要

望
・
陳
情
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
」
講
演
し
た
。
松
井
局
長

は
、「
新
政
権
に
な
っ
て
陳
情

方
法
が
変
わ
っ
た
。
民
主
党

を
中
心
に
政
策
反
映
す
る
方

法
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
地
方

の
陳
情
に
つ
い
て
も
地
域
中

心
に
な
っ
た
こ
と
で
、
今
ま

で
お
付
き
合
い
の
な
か
っ
た

団
体
な
ど
か
ら
要
望
が
増

え
、
政
権
交
代
の
現
実
が
身

近
に
感
じ
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、「
北
海
道
段
階
で
も
政

策
懇
談
会
を
発
足
さ
せ
対
応

し
て
い
る
が
、
１０
月
か
ら
要

望
な
ど
１
９
２
件
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
基
本
的
に
政
官
癒

着
か
ら
の
脱
却
や
分
権
型
陳

情
、
行
政
刷
新
、
透
明
性
、

公
平
性
を
目
的
と
し
な
が
ら

政
策
活
動
の
強
化
、
各
省
政

務
三
役
の
負
担
軽
減
、
自
治

体
の
財
政
節
約
を
効
果
と
し

て
見
込
ん
で
い
る
。
民
主
党

北
海
道
に
お
い
て
も
地
域
主

権
、
地
方
の
声
を
中
央
に
伝

え
て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。

引
き
続
き
、
総
会
が
開
か

れ
、
活
動
報
告
、
活
動
方
針

等
を
全
員
一
致
で
可
決
し

た
。
最
後
に
、
新
役
員
を
代

表
し
、
会
長
の
木
村
峰
行
道

議
が
「
第
２２
回
参
議
院
選

挙
、
中
間
自
治
体
選
挙
に
勝

利
し
、
来
年
の
統
一
自
治
体

選
挙
で
道
政
奪
還
に
向
け
、

道
本
部
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

一
丸
と
な
っ
て
進
め
よ
う
」

と
決
意
を
込
め
て
あ
い
さ
つ

し
た
。

政権交代を実感し、今後の選挙闘争勝利に向け頑張る
ことを確認した＝２月１３日、ホテルポールスター札幌

丸２３年もの間、仕事を奪われながらも、仲間とともに
たたかってきた＝２月１３日、大通り３丁目

もうすぐ 号

機
関
紙

�

北
海
道
自
治
労
会
館
が
完
成

し
て
か
ら
今
年
１１
月
、
３０
周
年

を
迎
え
る
。

１
９
８
０
年
１１
月
２１
日
の
１

０
６
６
号
に
、「
７
万
５
千
の
た

た
か
う
砦
�
討
議
か
ら
３
年
３

カ
月
」
の
見
出
し
が
あ
る
。
自

治
労
道
本
部
書
記
局
は
、
道
庁

赤
レ
ン
ガ
地
下
を
は
じ
め
、
元

教
育
長
公
宅
跡
、
元
道
職
員
会

館
、
さ
ら
に
民
間
貸
し
ビ
ル
な

ど
転
々
と
し
な
が
ら
た
た
か
い

を
す
す
め
て
き
た
。
し
か
し
、

記
録
や
資
料
の
保
存
、
あ
る
い

は
来
訪
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
に

も
不
十
分
な
広
さ
だ
っ
た
。

１
９
７
７
年
の
中
央
委
員
会

で
『
会
館
建
設
』
を
提
起
。
第

１６
回
定
期
大
会
で
「
会
館
建
設

委
員
会
」
を
設
置
し
本
格
的
な

検
討
に
入
り
、
第
４４
回
中
央
委

員
会
で
最
終
決
定
し
た
。
組
合

員
一
人
ひ
と
り
の
カ
ン
パ
、
２

年
余
に
わ
た
る
真
摯
な
討
議
の

す
え
�
団
結
の
砦
��
た
た
か
い

の
砦
�
の
建
設
を
決
意
。
３
年

３
カ
月
を
経
て
「
北
海
道
自
治

労
会
館
」
が
完
成
し
た
。

２
０
０
０
号
ま
で

あ
と
５
号

２
月
１９
日
に
衆
議
院
農
林
水
産
委
員

会
で
質
問
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

党
の
酪
農
畜
産
小
委
員
会
の
委
員
長

に
就
任
し
、
畜
産
物
の
価
格
決
定
が
４

日
後
に
迫
っ
て
い
る
中
で
の
質
問
で
し

た
。北

海
道
は
全
国
一
の
酪
農
地
帯
で
あ

り
、
特
に
選
挙
区
で
あ
る
釧
路
、
根
室

管
内
は
特
に
酪
農
が
盛
ん
な
地
域
で

す
。
酪
農
で
生
活
を
し
て
い
る
方
々
の

や
る
気
を
削
ぐ
こ
と
な
く
、
ま
た
減
少

傾
向
に
あ
る
牛
乳
の
消
費
量
の
増
加
に

向
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
生
産
現
場

の
声
を
聞
き
、
実
情
に
沿
っ
た
対
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

民
主
党
政
権
に
変
わ
っ
て

か
ら
生
活
が
悪
く
な
っ
た
と

言
わ
れ
な
い
た
め
に
も
、
農
業
者
の
声

を
届
け
る
と
同
時
に
、
消
費
者
の
方
々

の
声
も
反
映
さ
せ
る
よ
う
な
農
業
を
構

築
し
て
い
く
た
め
頑
張
り
ま
す
。

（
２
月
１９
日
、
議
員
会
館
に
て
）

生
産
現
場
の
声
に
沿
っ
た
対
策
に

連合北海道は、「メーデー手ぬぐい」のデザイン

を下記の要領で募集しています。

◇図 案 �元気、連帯�をイメージするもの

〈作成に当たっての留意事項〉
�１図案には、�祝 第８１回全道メーデー�の文字

�２イラストだけではなく、“元気、連帯”をイメー

ジする文字

�３今年は、連合北海道結成２０周年に当たるため、

２０周年にふさわしい内容（３点を盛り込む）

◇募集対象 連合北海道組合員とその家族

◇募集締切 ２０１０年３月１８日�木当日必着

◇応募要領の詳細は道本部ＨＰ２月１９日の募集記

事をご覧ください

▼
ど
う
も
日
本

の
社
会
全
体
は
何

と
な
く
高
度
成
長

期
型
の
景
気
回
復

を
一
生
懸
命
待
望

し
て
、
そ
れ
が
出

る
ま
で
は
と
に
か

く
使
い
捨
て
雇
用

で
も
何
で
も
い
い
か
ら
や
っ

て
い
く
し
か
な
い
、
と
い
う

よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
し
か
持
っ

て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
民
主

党
議
員
の
多
く
も
、
漠
然
と

そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
る
。
そ
こ
が
す
ご
く
不

安
だ
。
▼
「
失
業
か
ら
は
逃

げ
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
劣
悪

雇
用
で
も
し
ょ
う
が
な
い
」

と
い
う
よ
う
な
世
論
を
ど
う

変
え
て
、
質
の
い
い
、
食
え

る
雇
用
を
つ
く
っ
て
い
く

か
。
日
本
は
曲
が
り
角
に
き

て
い
て
、
い
つ
ま
で
も
世
界

の
中
心
国
な
ん
て
言
っ
て
い

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
ど

れ
だ
け
共
通
認
識
と
し
て
い

く
か
。
▼
会
社
の
中
で
で
き

る
と
こ
ろ
に
は
、
ま
と
も
な

雇
用
を
し
て
も
ら
う
よ
う
、

も
っ
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か

け
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
政

策
を
打
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
こ
の

理
解
が
ど
う
も
足
り
な
い
こ

と
に
、
危
惧
を
感
じ
て
い

る
。
民
主
党
に
私
た
ち
労
働

組
合
と
し
て
の
雇
用
政
策
を

強
く
要
求
し
て
行
か
な
く
て

は
、
と
、
感
じ
て
い
る
。

（
労
働
相
談
埋
没
中
の
Ｍ
）

「第８１回全道メーデー手ぬぐい」
デザイン募集してます

自治労道本部のホームページ www.jichiro-hokkaido.gr.jp
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国会だより
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